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い
よ
い
よ
始
動  

新
体
制 

岡
山
商
大�

新
学
部 

新
入
生
四
三
七
名
迎
え
る�

平
成
十
七
年
四
月
一
日 

岡
山
商
科

大
学
は
三
学
部
四
学
科
体
制
を
始

動
さ
せ
ま
し
た
。�

�

　
す
で
に
こ
の
学
報
で
も
紹
介
し
て
き
ま
し

た
が
、
新
体
制
と
な
っ
た
商
大
は
、
商
学
部

に
従
来
の
商
学
科
に
加
え
会
計
学
科
を
併
設
、

商
学
科
に
は
流
通
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ザ
イ
ン
、

経
営
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
六
つ
の

専
攻
を
設
け
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
旧
法
経
学
部
の
法
学
科
・
経
済
学

科
は
そ
れ
ぞ
れ
学
部
と
し
て
独
立
し
、
法
学

部
法
学
科
・
経
済
学
部
経
済
学
科
と
な
り
ま

し
た
。�

入
学
宣
誓
式
を
挙
行�

　
四
月
三
日
（
日
）
本
学
体
育
館
で
は
新

体
制
と
な
っ
て
初
め
て
の
入
学
宣
誓
式
が

挙
行
さ
れ
、
学
部
に
四
三
七
名
の
新
入
生

を
迎
え
ま
し
た
。
井
尻
昭
夫
学
長
を
は
じ

め
学
校
法
人
吉
備
学
園 

西
山
俊
明
理
事
、

本
学
後
援
会 

浅
野
益
弘
会
長
か
ら
の
祝
辞

を
受
け
て
、
経
済
学
部 

赤
瀬
壮
作
君
が
入

学
生
を
代
表
し
て
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。�

学
部�

▼
商
学
部
　�

　
商
学
科
…
…
…
…
二
〇
七
名�

　
会
計
学
科
…
…
…
三
十
八
名�

▼
法
学
部�

　
法
学
科
…
…
…
…
一
〇
〇
名�

▼
経
済
学
部�

　
経
済
学
科
…
…
…
九
十
二
名�

　本学職員 菊川顕（附属図書館勤務）が柔道 全日本選手権に出

場し、活躍しました。�

　この大会は文字通り柔道の日本一を決する大会で、菊川が本

学に在学中（H17法卒）の今年の三月、中国地区予選で2位の

成績を収め、出場の栄光を掴みました。この大会への出場を在

学中に決めたのは、香川義篤氏（Ｈ16法卒）に次ぎ2人目とい

う快挙です。�

　柔道家なら誰もが憧れる大舞台への出場に、先輩がなし得な

かった初戦突破を期して臨んだ菊川。第一回戦の相手は体重差

40kg近い巨漢の鈴木龍（東京代表）。関東の雄 国士舘大学の

ポイントゲッターを相手に菊川は一歩もひるむことなく互角の

戦いを繰り広げました。雌雄は旗判定にまでもつれ込みましたが、

残念ながら一歩及ばず、無念の優勢負け。�

　「来年も再度出場権を獲得し、是非とも一勝を挙げたい」と

語る菊川、彼の戦いはまだ始まったばかりなのかもしれません。

（8面に体験記を掲載）�

菊川 顕（本学職員）�
柔道 全日本で活躍！�



夕
刻
の
ひ
と
時�

衛
星
講
座
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ�

Topic

3
十
七
年
度�

夕
学
講
座�

　
平
成
十
六
年
度
学

生
懸
賞
論
文
（
主
催

／
本
学
学
会
）
の
結

果
が
発
表
さ
れ
、
優

秀
賞
と
努
力
賞
に
そ

れ
ぞ
れ
一
名
が
入
賞

し
ま
し
た
。
授
賞
式

は
三
月
二
十
二
日

（
火
）
学
位
記
授
賞

式
の
後
、
学
長
室
に

お
い
て
行
わ
れ
、
井

尻
学
長
か
ら
賞
状
と

副
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。�

　
入
賞
者
と
論
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

●
優
秀
賞�

　
清
水
吉
朗
（
上
野
ゼ
ミ   

法
四   

十
七
年
卒
）�

「
夫
婦
の
氏�

　
│
選
択
的
夫
婦
別
氏
制
の
可
否
に
つ
い
て
│
」�

●
努
力
賞�

　
許
　
　
斌
（
飯
島
ゼ
ミ   

国
四   

十
七
年
卒
）�

「
秦
始
皇
帝
兵
馬
俑
博
物
館
院
及
び�

　
歴
史
遺
跡
公
園
が
持
続
可
能
な
観
光
開
発
」�

その1

　
企
業
の
ト
ッ
プ
を
講
師
と
し
て
招
く
経
営
学

特
殊
講
義
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

制
度
」
が
、
岡
山
経
済
同
友
会
の
協

力
を
得
て
本
年
度
も
開
講
、
四
月
二

十
五
日
（
月
）
に
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。�

　
今
を
遡
る
こ
と
十
年
、
こ
の
制
度

は
始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
学
生
に

好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
愛
さ
れ

た
講
義
で
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
節
目
の
年
を
迎
え
た
今
年
度
の

講
義
を
も
っ
て
閉
講
と
な
る
予
定
で
す
。�

　
岡
山
県
下
で
は
本
学
を
含
め
て
二

つ
の
大
学
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い

貴
重
な
講
義
が
終
了
と
な
る
こ
と
は

非
常
に
残
念
で
す
が
、
学
生
た
ち
は

最
後
の
機
会
を
逃
す
ま
い
と
、
眼
を

輝
か
せ
て
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
講
義
を
聴
講
し
て
い
ま
す
。�

●
前
期
講
師
と
テ
ー
マ
　�

　
松
田
　
　
久
氏�

　
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
企
業
の
力�

　
　
　
両
備
グ
ル
ー
プ
の
経
営
方
針
」�

（
両
備
運
輸
副
社
長
）�

　
森
田
　
敏
夫
氏�

　
「
野
村
證
券
で
働
い
て
、
今
、
思
う
こ
と
」�

（
野
村
證
券
岡
山
支
店
長
）�

　
上
岡
美
保
子
氏�

　
「
ジ
ェ
ト
ロ
事
業
と
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
」�

　
　
　
（
日
本
貿
易
振
興
機
構�

　
　
　
　
　
　
岡
山
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
）�

　
小
川
　
　
健
氏�

　
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
業
界
と
わ
が
社
の
経
営
理
念
」�

（
キ
ョ
ー
ド
ー
社
長
）�

最
後
の
年
迎
え
た�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
制
度�

Topic

1
経
営
学
特
殊
講
義�

�

二
名
が
入
賞�

2
Topic

学
会
懸
賞
論
文�

　
平
成
十
七
年
度
「
夕
学
講
座
」
が
、
好
評
を

も
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
は
岡
山
商
工
会
議
所
と
本
学
が
共
催
し

て
い
る
、
通
信
衛
星
を
用
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
で
、
東
京
丸
の
内 

慶
応
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
る
講
座
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
講

で
き
る
も
の
で
す
。�

　
講
師
に
文
化
人
・

企
業
人
な
ど
多
彩

な
分
野
の
講
師
が

登
場
。
本
年
度
前

期
も
、（
株
）
ラ
イ

ブ
ド
ア
の
堀
江
貴

文
氏
、
建
築
家
の

安
藤
忠
雄
氏
、
劇

作
家 

鴻
上
尚
史
氏

な
ど
を
迎
え
、
充

実
し
た
講
演
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

（
お
問
い
合
わ
せ
　
本
学
社
会
総
合
研
究
所
　

０
８
６
│
２
５
６
│
６
６
５
６
）�

せ
き
が
く�

”社
会
調
査
士
資
格
“を�
取
得
し
ま
せ
ん
か
？�

Topic

4
教
務
課�

　
今
年
四
月
か
ら
、
本
学
で
「
社
会
調
査
士
資

格
」
が
取
得
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
本
学
の
認

定
科
目
（
六
科
目
十
四
単
位
）
を
取
得
し
、
手

続
き
を
す
れ
ば
、
社
会
調
査
士
資
格
を
資
格
認

定
機
構
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
「
社
会
調
査
士
資
格
」
と
は
ち
ょ
っ
と
耳
慣

れ
な
い
資
格
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
名
の

通
り
社
会
調
査
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る

こ
と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。
社
会
調
査
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
、
相
応
の
応
用
力

と
倫
理
観
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。�

　
二
〇
〇
五
年
度
は
、
認
定
六
科
目
の
う
ち
五

科
目
が
開
講
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
度
以
降
全
科

目
開
講
予
定
で
す
。�

●
資
格
要
件
と
申
請
日
程�

　
対
象
者
／
商
学
部
商
学
科
お
よ
び�

　
　
　
　
　
経
済
学
部
経
済
学
科
の
学
部
学
生�

　
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
Ａ
〜
Ｅ
お
よ
び
Ｇ
（
表
１
、

計
六
科
目
）
の
該
当
科
目
を
履
修
し
、
単
位
認

定
を
受
け
る
こ
と
。
正
規
資
格
は
学
部
卒
業
時

点
で
申
請
し
ま
す
。�

●お問い合わせ先�
　商学部　田中　潔（専門社会調査士67号，tanaka@po.osu.ac.jp）�
　また、下記サイトでも随時ご案内しております。�
　日本社会調査士認定機構　http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcbsr/�
�

表１　本学設置の標準カリキュラム（Ａ～Ｅ＆Ｇ）科目一覧�

有効年  認定予定※�
Ｈ17（2005）�
Ｈ17（2005）�
Ｈ17（2005）�
Ｈ17（2005）�
Ｈ17（2005）�

�
Ｈ18（2006）�
14単位�

担当者�
佐井�
佐井�
佐井�
佐井�
佐井�
�

田中潔�
合計�

科 目 名�
経済統計論Ⅰ�
市場調査論Ⅰ�
統計学総論Ⅰ�
統計学総論Ⅱ�
経済統計論Ⅱ�

�
社会調査実践�

�

有効年  認定予定※�
Ｈ17（2005）�
Ｈ17（2005）�
Ｈ17（2005）�
Ｈ17（2005）�
Ｈ17（2005）�

�
Ｈ18（2006）�
14単位�

担当者�
島田�
佐井�
西�
西�
西�
�

田中潔�
合計�

科 目 名�
情報処理概論Ⅱ�
市場調査論Ⅰ�
経営統計学Ⅰ�
応用情報処理Ⅰ�
情報ｼｽﾃﾑ技術�

�
社会調査実践�

�

�
Ａ�
Ｂ�
Ｃ�
Ｄ�
Ｅ�
Ｆ�
Ｇ�

標準カリ�
キュラム�

商学部　商学科�

本学では開講なし（取得に不要）�

経済学部　経済学科�



��

5
Topic

七
号
館�

７
１
１
教
室�

　
前
号
で
お
伝
え
し
た
七
号
館
一
階
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
教
室
（
７
１
１
教
室
）
が
完
成
し
、

こ
の
四
月
か
ら
講
義
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
に
フ

ル
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

①
最
新
ス
リ
ム
タ
ワ
ー
型
パ
ソ
コ
ン�

　W
indow

s X
P
 P
rofessional

を
搭
載
し

た
ス
リ
ム
タ
ワ
ー
型
の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
（
学

生
用
に
三
十
台
、
教
員
用
に
三
台
）
。
将
来
の

大
容
量
動
画
処
理
も
考
慮
し
、
ス
ペ
ッ
ク
も
最

高
の
も
の
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
各
席
の
中
央

に
配
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
に
よ
り
教
員
の
パ
ソ

コ
ン
画
面
を
確
認
し
な
が
ら
講
義
を
受
講
し
ま
す
。�

②
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
バ�

　W
indow

s 2003 S
ever

を
搭
載
し
た
ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
バ
（
動
画
配
信
サ
ー
バ
）

を
設
置
。
講
義
で
作
成
し
た
動
画
な
ど
を
配
信

し
た
り
、
皆
で
共
有
し
た
り
で
き
ま
す
。�

③S
M
A
R
T
 B
o
a
rd

・
大
型
ス
ク
リ
ー
ン�

　
教
員
が
講
義
で
利
用
す
る
大
型
の
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
か
ら
映
し
出

さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
画
像
に

タ
ッ
チ
操
作
で
書
き
込
み

が
行
え
る
機
能
を
備
え
て

い
ま
す
。
前
面
に
は
１
５

０
イ
ン
チ
の
大
画
面
ス
ク

リ
ー
ン
が
三
台
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。�

④ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー�

　
そ
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

に
画
像
の
投
影
を
行
う
の
は
、

高
輝
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
。

（4,000AN
SI

ル
ー
メ
ン
）�

⑤
Ｂ
Ｏ
プ
ラ
ス
対
応
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ�

　
ポ
ス
タ
ー
や
横
断
幕
な
ど
大
判
カ
ラ
ー
印
刷

が
可
能
な
、
Ｂ
Ｏ
用
紙
対
応
の
大
判
カ
ラ
ー
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
を
設
置
。�

⑥
７
・
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ラ
ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム�

　
サ
ラ
ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
た
め
、

壁
面
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
七
台
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ

ブ
ウ
ー
フ
ァ
ー
一
台
を
設
置
し
、
７
・
１
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
最
新

の
Ａ
Ｖ
ア
ン
プ
で
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
ま
す
。�

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
が�

お
目
見
え�

　
韓
国
の
企
業
校
村

（K
yochon

）
の
社

員
研
修
が
本
学
で
定

期
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。�

　
こ
れ
は
学
報
七
十

八
号
で
も
お
伝
え
し

た
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
の

オ
ー
ナ
ー 

青
木
定
雄

氏
の
経
営
哲
学
を
紹

介
し
た
書
籍
「
人
が
動
く
」
の
監
修
を
本
学
の

井
尻
昭
夫
学
長
が
担
当
、
商
学
部 

全
円
子
講

師
と
国
際
観
光
学
科
の
学
生
が
翻
訳
を
手
が
け

た
こ
と
が
縁
と
な
っ
た
も
の
で
、
管
理
職
従
業

員
を
対
象
と
し
て
、
井
尻
学
長
の
講
義
な
ど
約

二
時
間
の
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
校
村
は

チ
キ
ン
を
メ
イ
ン
と
し
た
外
食
産
業
の
大
手
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
。
月
二
回
、
一
年
強
の
期
間
継

続
し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
、
の
べ
四
百
名
ほ
ど

の
従
業
員
が
受
講
の
予
定
で
す
。�

　
こ
の
研
修
で
は
経
営
の
理
論
面
の
講
義
を
中

心
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

異
文
化
の
中
で
育
ま
れ
た
土
壌
の
違
い
か
ら
か

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
一
行
は
同
時
に
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
で
も
接
客
マ

ナ
ー
な
ど
の
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
実
践
と
理
論
、

二
つ
の
側
面
か
ら
充
実
し
た
校
村
の
社
員
教
育

体
制
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。�

キ
ョ
ー
チ
ョ
ン�

キ
ョ
ー
チ
ョ
ン�

キ
ョ
ー
チ
ョ
ン�

『
岡
山
県
図
書
館
間
相
互
貸
借�

シ
ス
テ
ム
』へ
の
参
加
開
始
！！
�

Topic

8
附
属
図
書
館�

　
附
属
図
書
館
で
公
共
図
書
館
の
図
書
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
平
成
十
六
年
七
月
の
岡
山
県
横
断
検
索
シ
ス

テ
ム
（
県
立
図
書
館
事
業
）
へ
の
参
加
に
続
き
、

平
成
十
七
年
四
月
よ
り
『
岡
山
県
図
書
館
間
相

互
貸
借
シ
ス
テ
ム
』
へ
の
参
加
を
開
始
。
そ
れ

に
よ
り
、
本
学
図
書
館
を
窓
口
と
し
て
、
公
共

図
書
館
の
資
料
や
図
書
を
送
料
無
料
で
借
り
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
・

教
職
員
を
問
わ
ず
、
図
書
館
を
利
用
す
る
全
て

の
方
が
対
象
で
す
。
皆
さ
ん
大
い
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
図
書
館
二
階
カ
ウ
ン
タ
ー

ま
で
。�Topic

9
岡
山
商
科
大
学�

名
誉
教
授�

　
学
校
法
人
吉
備
学
園
は
平
成
十
七
年
四
月
一

日
付
で
岡
山
商
科
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
二

名
に
授
与
し
ま
し
た
。�

�

称
号
を
二
名
に
授
与�

前法経学部教授�
吉尾匡三 氏�

前法経学部教授�
安居　洋 氏�

7
Topic

韓
国
外
食
産
業
大
手
が�

本
学
で
社
員
研
修�

国
際
交
流�

6
Topic

学
生
・
保
護
者
対
象�

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催�

経
済
学
部�

　
四
月
三
日
（
日
）
の
入
学
宣
誓
式
終
了
後
、

経
済
学
部
で
は
新
入
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し

た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
「
経
済

情
報
」
「
政
策
・
福
祉
」
の
各
専
攻
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
員
か
ら
教
育
目
標
や
方
針

な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。�

「
わ
た
し
た
ち
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
教
育
に

自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
経
済
情
報
専
攻
主

任
の
佐
井
教
授
。
ま
た
政
策
・
福
祉
専
攻
主
任

の
多
田
教
授
か
ら
は
「
明
確
な
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

の
も
と
に
、
み
な
さ
ん
の
潜
在
力
を
伸
ば
し
た

い
と
思
い
ま
す
」

と
の
説
明
が
あ
り
、

経
済
学
部
と
し
て

の
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。�

　
な
お
政
策
・
福

祉
専
攻
で
は
、
和

気
の
閑
谷
学
校
で

「
新
入
生
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合

宿
」
（
四
月
九
日

（
土
）
〜
十
日

（
日
）
）
を
行
い
、
教
員
と
学
生
、
相
互
の
交

流
と
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。�

有
利
経
済
学
部
長
の
話�

　
学
生
諸
君
は
「
経
済
学
部
」
で
実
際
何
を
勉

強
す
る
の
か
、
将
来
に
向
け
て
大
学
四
年
間
を

ど
の
よ
う
に
過
ご
せ
ば
良
い
の
か
、
あ
る
程
度

理
解
で
き
た
と
思
う
。
今
回
、
学
生
諸
君
は
全

員
が
参
加
し
、
ま
た
多
く
の
保
護
者
の
方
に
も

同
席
い
た
だ
い
た
。
学
生
、
保
護
者
と
わ
れ
わ

れ
教
員
が
、
不
断
に
交
流
で
き
る
関
係
で
あ
り

た
い
。
九
月
の
保
護
者
会
で
再
び
多
く
の
保
護

者
の
方
に
お
会
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。�



●
留
学
生
紹
介�

も
っ
と
日
本
を�

知
り
た
い
で
す
！�

●
留
学
生
歓
迎
会�

１
０
７
名
の�

新
入
生
を
迎
え
て�

●
学
友
会
献
血�

ご
協
力
に
感
謝
！�

●
中
四
国
学
生
柔
道
大
会�

残
念
！
四
連
覇
な
ら
ず�

�

　 

（
国
際
観
光
学
科
三
年
）
韓
国
出
身�

Ｑ
１
　
本
学
へ
留
学
し
よ
う
と
思
っ
た

動
機
を
教
え
て
く
だ
さ
い�

　
日
本
語
と
日
本
文
化
に
関
心
を
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、
去
年
の
今
頃
（
四
月
）

岡
山
商
科
大
学
の
交
換
留
学
生
と
し
て

商
大
に
来
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
、
静
か
な
雰
囲
気
と
親
切
な
方

た
ち
の
お
か
げ
で
落
ち
着
い
た
気
持
ち

で
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
こ
の

学
校
に
編
入
生
と
し
て
ま
た
来
て
、
も

っ
と
勉
強
し
た
い
し
、
日
本
と
い
う
国

に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

留
学
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。�

Ｑ
２
　
本
学
や
岡
山
の
印
象
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
生
生
活
は
い
か

が
で
す
か
？�

　
韓
国
と
同
じ
よ
う
な
雰
囲
気
で
よ
い

印
象
を
持
ち
、
学
生
生
活
に
適
応
す
る

の
が
難
し
く
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
違

い
が
あ
れ
ば
人
々
が
日
本
語
を
話
す
こ

と
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。�

Ｑ
３
　
本
学
で
一
番
学
び
た
い
こ
と
は

何
で
す
か
？�

　
日
本
語
が
ま
だ
下
手
な
の
で
、
日
本

語
を
上
手
く
な
り
た
い
と
い
う
こ
と
と
、

日
本
の
観
光
地
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い

で
す
。�

Ｑ
４
　
将
来
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い�

　
ま
だ
決
め
て
な
い
の
で
分
か
ら
な
い

で
す
け
ど
、
で
き
る
だ
け
勉
強
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

　
本
学
は
今
年
も
多
く
の
留
学
生
を
迎

え
ま
し
た
。�

　
五
月
二
十
五
日
（
水
）
こ
の
四
月
入

学
新
入
留
学
生
を
歓
迎
す
る
交
流
会
が
、

学
生
会
館
二
階
の
食
堂
で
開
催
さ
れ
、

留
学
生
の
ほ
か
、
学
友
会
の
学
生
や
教

職
員
が
多
数
参
加
。
ま
た
日
頃
留
学
生

が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
外
部
の
方
々

も
お
招
き
し
て
、
約
一
七
〇
名
出
席
の

華
や
か
で
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。�

　
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
で
の
華
麗
な
民
族
演
舞
、

民
族
楽
器
の
演
奏
、
弾
き
語
り
や
マ
ジ

ッ
ク
な
ど
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

目
で
楽
し
み
耳
を
傾
け
、
笑
い
、
驚
き
…
。�

　
最
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
学
友
会
の

学
生
と
交
流
を
深
め
、
一
体
と
な
っ
て

当
夜
最
高
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の

で
し
た
。�

同郷の先輩　宥美さん（国四）と朴さん（右）�

　
四
月
十
三
日
（
水
）
行
わ
れ
た
学
友

会
の
献
血
で
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

　
後
期
に
も
う
一
度
行
う
予
定
で
す
の
で
、

今
回
に
も
増
し
て
多
く
の
方
に
献
血
し

て
頂
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
　�

　
五
月
二
十
八
日
（
日
）
岡
山
武
道
館
で

開
催
さ
れ
た
、
柔
道
の
中
四
国
学
生
大
会

で
本
学
柔
道
部
は
二
位
に
入
賞
、
六
月
二

十
五
・
二
十
六
日
に
東
京
の
日
本
武
道
館

で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
学
生
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
四
連
覇
に
臨
ん
だ
今
大
会
で
し
た
が
、

決
勝
で
対
戦
し
た
徳
山
大
学
に
４
│
１
で

敗
北
。
序
盤
で
の
つ
ま
づ
き
を
最
後
ま
で

挽
回
で
き
ず
、
予
想
外
の
大
差
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
多
く
の
課
題
を
抱
え
た

今
大
会
で
し
た
が
、
こ
れ
に
続
く
全
国
大

会
や
夏
の
中
四
国
大
会
で
は
、
ぜ
ひ
王
者

商
大
の
復
活
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。�

献血�
受付者数�

献血�
者数�

200�
ml 13

72

85

10

56

66

400�
ml

合計�

（単位：人）�

パ
ク          

ウ
ン
ミ�

朴
　
銀
　
さ
ん�



学内奨学金受給者が決定�

平成１８年度入試日程�

商大を知ろう！オープンキャンパスを開催�
　本年度も、次の日程でオープンキャンパスを開催します。体験授業、先輩トーク、パソコンワールド、

入試チェックＱ＆Ａ、仕事発見コーナー、学食体験など盛りだくさんの内容で、みなさんをお待ちしています。�

●日程／7月23日（土）・8月5日（金）・8月20日（土）の3回開催�

●時間／10：00～16：00�

岡山駅から送迎バスを運行。お問い合わせは入試広報課（086－256－6652）まで。�

試　験　場�
�
本 学�
�
�
本 学�

合格発表�

9月 5日（月）�
�

2月14日（火）�

選考実施日�

8月26日（金）�

2月 3日（金）�

出願期間�

7月25日（月）～ 8月 1日（月）�

1月11日（水）～ 1月18日（水）�

研究科�
�

商 学 研 究 科�
法 学 研 究 科�
経 済 学 研 究 科�

入学時期�
�

2005年10月�
2006年 4月�

�
2006年 4月�

入試区分 �

2005年2期・�
2006年1期（1次）�

�
�

2006年1期（2次）�

●大学院�

試　験　場�

本 学
�

�
下記Ａ日程試験会場参照�
本 学�

合格発表�

10月21日（金）
�

�

11月11日（金）�

試験日�
10月15日（土）�
10月16日（日）�
11月 5日（土）�
11月 6日（日）�

出願期間�

9月26日（月）～10月 7日（金）�
�

10月17日（月）～10月28日（金）
�

�

学　　部�
�

商学部・法学部・経済学部�

入試区分 �
指 定 校 推 薦 �
専 門 能 力 推 薦 �

一般公募制推薦
　 Ａ日程�

 　　　　　　　   Ｂ日程�

下記ＡＢ日程試験会場参照�
�

本 学�

2月 8日（水）�
�

2月24日（金）�
3月10日（金）�

1月31日（火）�
2月 1日（水）�
2月17日（金）�
3月 6日（月）�

1月 5日（木）～ 1月23日（月）
�

�
1月30日（月）～ 2月13日（月）�
2月17日（金）～ 2月28日（火）�

�

商学部・法学部・経済学部�

一般Ⅰ期　　　　 Ａ日程�
 　　　　　　　　Ｂ日程�
 　　　　　　　　Ｃ日程�
一般Ⅱ期 �

─�
2月 8日（水）�
3月17日（金）�

個別試験は課さない�
�

1月 5日（木）～ 1月30日（月）�
2月17日（金）～ 3月 9日（木）�

商学部・法学部・経済学部�
大学入試センター
試 験 利 用 入 試�

Ⅰ期�
Ⅱ期�

〔一般公募制推薦　Ａ日程会場〕本学・福山・高松・松山・米子�

〔一般Ⅰ期　Ａ・Ｂ日程試験会場〕本学・大阪・姫路・福山・広島・下関・松江・高松・徳島・松山・高知・福岡�

推 薦 入 試�

一 般 入 試�

センター利用入試�

●学部�

平成17年度奨学金受給者が決定しました。おめでとうございます！�

●
卓
球
部�

中
国
地
方
大
会
で�

再
び
完
全
制
覇
！�

　
五
月
二
十
五
日
（
水
）
〜
二
十
八
日

（
土
）
松
江
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
第
五
十
六
回
中
国
学
生
卓
球
選
手

権
春
季
大
会
で
、
本
学
卓
球
部
が
男
子

団
体
・
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
全
て

に
お
い
て
一
位
を
独
占
！
平
成
十
五
年

の
春
季
大
会
以
来
、
二
度
目
と
な
る
中

国
大
会
完
全
制
覇
の
快
挙
を
、
成
し
遂

げ
ま
し
た
。�

　
全
員
の
力
を
集
結
し
て
掴
ん
だ
今
回

の
優
勝
。
夏
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
で
は
、
上
位
を

狙
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。�

主
な
成
績�

●
団
体�

　
優
勝
　
岡
山
商
科
大
学�

●
ダ
ブ
ル
ス�

　
優
勝
　
岡
田
健
一
（
産
二
）�

　
　
　
　
田
中
和
大
（
経
一
）�

●
シ
ン
グ
ル
ス�

　
優
勝
　
王
遠
（
商
三
）�

�

多
く
の
も
の
を
得
た
大
会�

　
今
回
の
結
果
は
部
員
一
人

く
が
常

に
高
い
目
標
を
持
っ
て
試
合
に
臨
め
た

成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
喜
び
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
先
生
や
Ｏ
Ｂ

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
、
ま
た
、
仲
間
の
大
切
さ
、

努
力
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
多

く
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
念
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。�

　
卓
球
部 

前
部
長
　
筧 

直
樹
（
産
四
）�

学年�

2年
�
�

3年
�
�

4年
�
�
2年�
3年�
4年�
2年�
3年�
4年�
2年�
3年�
4年�
2年�
3年�
4年�

特待生特別奨学金�

小川　勝也
�

�

易　　　玲
�

�

杉村　智徳
�

�
金　　根昊�
佐藤　雅浩�
王　　　芳�
秋田知賀子�
久田　隆史�
金　　慧媛�
三好　那依�
長久　真子�
李　　明慧�
藤田　泰子�
城市　浩輔�
下口　栄孝�

学科�
�
�

商
�
�
�
�
�

産業経営�
�
�

国際観光�
�
�
法�
�
�
経済�

学年
�
�
�
�
�
�
�
�

�
1年�
�

大学創立40周年記念特待生奨学金�
（入学試験成績優秀）�

中脇夢之進�
杉内　千尋�
馬飼　拓矢�
浦田　　遼�
近藤　祥公�
末田　　守�
多々羅智広�
中島　星治�
中村芳千翔�
福長　孝昌�
増井美帆子�
奥野めぐみ�
野瀬　和哉�
藤田　雅士�
真鍋　弘誠�
横山　智貴�

学科
�
�
商�
会計�
�
�
�

�
法�
�
�
�
�
�
�
経済�

特待生奨学金�
井上千英子・出原　睦子�
石橋　卓也・李　　允河�
田中　麻依・高橋　誠治�
肖 　  武軍・岡本　夏織�
小松　史明・坂井　優太�
朱   　小霞・張　　永梅�
林　　知映�
高見　祐一�
廖　　国�
馬　　驫驫�
邵　　　偉�
嚴 　  宥美�
松本　健司・祖田　尚子�
森田　志織・原谷　勇矢�
田曽　康弘・足立　生子�
時谷　勇介・井上　翔太�
梶井　達也・勝瀬　　繭�
栗原　崇之・塩田　隆一�



�
資格への道のり�
小 特 集�

その2

　現在、社会総合研究所では、資格取得を目標とした資格試験講

座を実施しています。その中から、今回は「初級システムアドミ

ニストレータ試験（国家試験）」について、学習方法などを担当

の先生に伺ってみました。�

　先生のアドバイスを参考に、是非、チャレンジしてみてください。�

�

★「初級システムアドミニストレータ」とは �

　組織内で、情報処理システムを管理できる人のこと。情報技術

に関する一定の知識・技能を有し、担当する業務の情報化を、利

用者の立場から推進するための役割を果たすことが求められます。�

�

★ 学習方法について…�

　出題範囲が広範囲なので、計画的に勉強を進め、計算公式は暗

記せず、理解して覚えるようにします。また、午後の問題では、

問題文が大変長いため、どの部分がポイントなのか掴みにくいこ

とがあるかもしれません。そのときは、設問の内容を把握してから、

問題文を読むのもよいでしょう。�

　なお、初めて、初級システムアドミニストレータを勉強する場

合には、図やイメージを大切にしてください。�

�

★ 講師からの一言･･･�

　今までは、表計算やデータベース、インターネットの利用という、

ソフトウェアの利用方法を問う試験が注目されてきました。�

　しかし、国・自治体・企業・個人へとデジタル情報のネット社

会化が、進んでいく中にあっては、ハードウェア、ネットワーク

知識、情報セキュリティなど幅広い知識をもった人材が求められ

ることとなります。�

　この点からも、システムアドミニストレータ試験へのニーズは

高まってくるものと思われます。頑張って資格を取得しましょう！�

《推薦テキスト》�

1週間で分かる 初級シスアド集中ゼミ（午前編）2005年春秋版（日本経

済新聞社）・ 2005年版 初級シスアド 対策テキスト＆問題集（アスキー）・ 

雑誌「合格 情報処理」（学習研究社）・ 栢木先生の初級シスアド教室（技

術評論社）・ 私にもできた！初級シスアド「計算問題」（経林書房）�

「初級シスアド」への道�

平成16年度　就職率93.8％に�
“明るく、行動力のある学生”求める企業�
　平成16年度の就職率は93.8％。平成14年度の92.6％から1.2ポントアップです。昨年、5年ぶりに90％代に戻すことができそれを維持することを就職

部の絶対条件にして支援に取り組んでまいりましたが昨年以上の結果を出すことができました。また、文部科学省・厚生労働省が発表した就職状況調

査（4月1日現在）の大学卒業者就職率93.5％、就職希望率66.3％も超えております。これも学生たちの努力、保護者の方々の協力あっての結果だと思

っております。�

　さて、近年の就職環境は明らかに質重視の採用。景気回復が叫ばれている近頃ではありますがあのバブル時代の数集め求人とは違います。企業は求

める人材を明確に打ち出した求人活動を実施し、それに該当しない学生は不採用。無理して採用はしない。無理するぐらいなら人材派遣会社の派遣で対

応する。これが企業側の考えです。�

　では、企業が求める人材とはどんな学生なの

でしょうか。実は、昔と違いはありません。明るく、

元気で、素直で行動力のある常識を持った学生

です。一部大手企業ではこれに語学力等が付

加されますが、あくまでもこれが基本。在学生の

みなさんは自分がこれに該当するかどうか考えて

みてください。�

　就職部としては就職テクニックの指導だけに

は終わらず企業・社会が求める人材に育っても

らう様々な取り組みをいたしております。学内就

職支援行事は１年対象から４年対象まで多数開

催しています。これを利用するかしないかは学生個々

の自由。しかし、みなさんが卒業後、社会人にな

ることは決まっています。この事実を変えること

はできません。�

平成１６年度卒業生主な就職先�
レオパレス２１、日本食研、ビッグジョン、祐徳薬品工業、平林金属、光軽金属工業、エクセルパック・カバヤ、旭
食品、花王販売、伊丹産業、コマツ中国、ヤンマー農機西日本、ヰセキ中国、フジ、天満屋ストア、フレスタ、山陽
マルナカ、デオデオ、はるやま商事、岡山トヨタ自動車、岡山日産自動車、トマト銀行、ニッセイ同和損害保険、
日本興亜損害保険、福山通運、岡山県貨物運送、JTB、えひめ中央農業協同組合、綜合警備保障、岡山県警察
本部、岡山市消防局、兵庫県警察本部など�

過去5年間の就職状況�

平成16年度�

93.8%�

75.4%

平成15年度�

92.6%�

73.2%

平成14年度�

88.4%�

73.8%

平成13年度�

85.0%�

72.1%

平成12年度�

84.1%�

75.0%

年度�

就 職 率�

就職希望率�

就職率�

93.2%�

90.8%�

97.2%�

97.6%�

94.7%�

93.8%

就職決定者�

204�

59�

35�

40�

54�

392�

�

就職希望者数�

219�

65�

36�

41�

57�

418�

75.6％�

卒業者数（前期卒業者を含む）�

272�

88�

63�

57�

73�

553�

 就職希望率�

学　　科�

商 学 科�

産業経営学科�

国際観光学科�

法 学 科�

経 済 学 科�

合 計�

�

平成16年度就職状況�



受講者急増！ 人気の「キャリア開発論」�
　今年度から様変わりした、就職部開講の特別単位認定科目「キャリア開発論」は、Ⅰ，Ⅱ共に人気で、

８号館８４１教室を満席にしています。キャリア開発論Ⅰでは約１６０名、Ⅱでは約１８０名が受講しており、

前年度の受講生と比較すると約３倍に急増しました。�

　今年度からの「キャリア開発論」は、Ⅰ～Ⅲの３科目になり、それぞれ半期ずつの講義で、ⅠとⅡは前

期に開講、Ⅲは後期に開講され、どの学年でも履修することができるようになりました。なお、新規開講

の「キャリア開発論Ⅲ」は、約７０名が受講予定です。�

この講義では、Ⅰ‥コミュニケーション能力・職業人意識、Ⅱ‥基礎学力（社会人常識）・ビジネスマナー、

Ⅲ‥基礎学力（読み書き・

数学）を身につけること

ができ、卒業に必要な単

位としても認定されます。�

　また、今回から厚生労

働省の若年者就職基礎能力支援事業（ＹＥＳ－プログラム）の認定講座

にもなっており、キャリア開発論の３つの講義を全て修了し、情報技術関係

など指定の資格を一つ以上取得して厚生労働省に申請すれば、「若年者

就職基礎能力修得証明書」が発行されます。これは、企業が求める基礎

能力を学生が持つと厚生労働省が証明するもので、就職活動に役立てる

ことができます。�

　今回履修できなかった学生の皆さん、来年度ぜひ受講してみてください。�

　学生みなさんの心身の問題を相談する場

としてカウンセリング室を設けています。�

　毎週金曜日　午前９時より午後１時まで、

予約制で心療内科医によるカウンセリングを

受けることができます。�

　秘密は厳守いたします。�

　相談のある方は、下記までお申し込みください。�

s厚生課窓口　もしくは電話にて�

　1０８６－２５６－６６９６（厚生課直通）�

s申込時間　８：３０～１６：３０（月～金）�

（厚生課）�

一人で抱えないで！！�
～カウンセリング室から～�

　今年も当館では、１年生を対象にオリエン

テーションを開催しました。期間は４／２１（木）

～５／１９（木）までの１ヶ月間、約２５組のゼミ

が参加し、図書館利用におけるマナー、貸出

／返却に関する基本知識等を学んでいただ

きました。�

　当館には３２万冊もの本が所蔵されていま

すが、皆さんは図書館というと「本」というイメ

ージが大きいでしょうか？実は図書館にはこん

なコーナーもあります。以下にオリエンテーシ

ョンでも登場した、図書館の利用処を少しご

紹介します。是非ともご利用ください。�

s２階 ： DVD・VHS（ビデオ）閲覧コーナー�

　　　  新聞閲覧コーナー�

　　　  PCコーナー�

s２階～４階�

　蔵書検索「OPAC」使用コーナー�

　資料検索等でお困りの際には、附属図書

館へ一度ご来館ください。　（附属図書館）�

図書館利用で学習を能率よく！！�
～図書館オリエンテーション開催～�

　今年の学位記授与式を終えて、こんな声を

耳にしました。�

　「商大の学歌って、こんなのだったんだね！」�

　もちろん言った本人に悪気がある訳でなく、

実際、「商大学歌を歌うのも聴くのも入学式

に以来２回目だったよ」なんて人がほとんどだ

ったのかもしれません。�

　学歌の成り立ちや込められた想いは、学報

７６号の商大四季でお伝えしたとおり。本学名

誉教授の有本芳水先生の格調高い歌詞、そ

れを支える凛としたメロディー。�

　「歌が聞こえないのはさみしいなあ」そんな

言葉も同時に聞こえてきました。�

　本学のホームページでは学歌、そして応援

歌まで聴くことができます（http://www.osu.�

ac.jp/annai/gakka.html）。商大の学歌・応

援歌を歌いませんか！　（総務企画課）�

商大学歌・応援歌を歌おう！�
ホームページで聴けるよ�
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「なんでもあるけど、なんにもないよ。」�
法学部　講師　小原将照�

　
私
が
本
学
に
着
任
し
て
一
年
が
過
ぎ
た
。
ま
っ
た
く
あ
っ
と
い

う
間
の
一
年
で
あ
り
、
初
め
て
の
岡
山
生
活
な
の
で
色
々
感
じ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、
私
の
「
岡

山
観
察
日
記
」
の
一
部
を
こ
こ
に
披
露
し
た
い
（
次
回
作
未
定
）
。�

　
表
題
の
言
葉
は
、
私
が
岡
山
に
来
て
す
ぐ
の
頃
、
岡
山
人
の
多

く
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
知
っ
て
い
る
方
も
い
る
と
思
う
が
、

こ
の
言
葉
の
意
味
は
「
岡
山
に
は
、
と
り
あ
え
ず
都
市
に
あ
る
物

は
な
ん
で
も
あ
る
。
で
も
、
岡
山
名
物
は
？
と
聞
か
れ
る
と
、
何

も
な
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
そ
う
だ
。
そ
う
言
わ
れ
て

み
る
と
、
様
々
な
岡
山
人
の
言
葉
に
思
い
当
た
る
フ
シ
が
。
例
え
ば
、

岡
山
に
は
ブ
ラ
ン
ド
直
営
店
が
か
な
り
そ
ろ
っ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、

ブ
ラ
ン
ド
直
営
店
が
日
本
の
地
方
都
市
で
開
店
す
る
場
合
、
最
後

に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
の
が
岡
山
店
ら
し
い
。
で
も
、
い
つ
も
最
後

で
あ
る
ら
し
い
（
異
説
と
し
て
、
岡
山
人
は
新
し
い
物
好
き
で
飽

き
っ
ぽ
い
、
と
い
う
見
解
も
あ
る
）
。�

　
岡
山
名
物
に
思
い
を
は
せ
る
と
、
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
カ
キ
と
い

っ
た
も
の
は
確
か
に
美
味
い
。
だ
が
、
期
間
限
定
品
で
あ
る
上
、

日
持
ち
が
し
な
い
。
最
近
、
「
サ
○
ラ
の
棒
鮨
」
を
「
サ
バ
の
棒
鮨
」

の
対
抗
馬
と
し
て
売
り
出
し
て
い
る
が
、
個
人
的
に
食
し
て
み
て

の
感
想
は
、
「
京
都
人
に
殴
ら
れ
る
よ
…
」
。
銘
菓
と
し
て
「
き

○
だ
ん
ご
」
を
挙
げ
る
人
も
多
い
が
、
一
度
食
っ
た
ら
「
も
う
結
構
」

と
言
わ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
二
度
買
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
私
は
「
大
手
ま
ん
ぢ
ゅ
う
」
を
常
に
買
っ
て
い
る
。

「
じ
」
で
は
な
く
「
ぢ
」
に
な
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
る
が
、
二

度
で
も
大
丈
夫
だ
と
思
う
。
三
度
は
無
理
だ
が
…
。
ち
な
み
に
、

珍
品
を
希
望
す
る
な
ら
、
清
音
の
パ
ン
屋
で
売
ら
れ
て
い
る
「
お

っ
ぱ
い
パ
ン
」
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
珍
品

の
域
を
未
だ
出
て
い
な
い
が
。�

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
書
く
と
「
名
物
が
な
い
岡
山
」
に
あ
き
ら
め

を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
え
て
提
案
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
「
名
物
が
な
い
岡
山
」
だ
か
ら
こ
そ
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
と
。
つ
ま
り
、
決
定
的
な
岡
山
名
物
を
開
発
（
発
明
・

発
見
）
す
れ
ば
、
そ
れ
は
か
な
り
の
商
品
価
値
を
持
つ
こ
と
に
な

る
と
確
信
す
る
。
も
し
か
す
る
と
、
ロ
ー
カ
ル
伝
説
と
し
て
後
世

に
伝
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
、
岡
山
名
物
か
も
し
れ
な
い
。�

・�

　
平
成
十
七
年
四
月
二
十
九
日
に
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
、「
平

成
十
七
年
度 

全
日
本
柔
道
選
手
権
」
で
は
、初
戦
で
判
定
負
け

と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
の
た
め
に
も
、初
戦
突
破
を
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

力
が
及
ば
ず
、目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

試
合
を
勝
利
で
飾
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
全
日
本

柔
道
選
手
権
」
と
い
う
場
で
、六
分
間
最
後
ま
で
戦
え
た
こ
と
は
、

自
分
に
と
っ
て
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。�

　
今
回
の
試
合
を
通
し
て
、全
国
を
代
表
す
る
柔
道
選
手
達
の
中

で
試
合
が
で
き
た
こ
と
や
、全
日
本
選
手
権
と
い
う
独
特
の
雰
囲

気
を
味
わ
え
た
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
に
な
い
経
験
で
あ
り
、大
き

な
成
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、”も
う
一
度
、こ

の
場（
全
日
本
柔
道
選
手
権
）で
試
合
が
し
た
い
“と
い
う
気
持
ち

に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
出
場
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、二
年
連
続
出
場
と
、今

回
成
し
得
え
な
か
っ
た
初
戦
突
破
を
目
標
と
し
て
、今
ま
で
以
上

に
日
々
の
練
習
を
積
ん
で
い
き
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、新
た
な
目
標
に
向
け
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、変
わ
ら
ぬ
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
平
成
十
七
年
度
全
日
本
柔
道
選
手

権
大
会
」へ
の
出
場
に
あ
た
り
、た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
多
大
な

応
援
を
い
た
だ
き
、心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度 

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
を
終
え
て

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
を
終
え
て�

平
成
十
七
年
度 

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
を
終
え
て�

附
属
図
書
館
図
書
課

附
属
図
書
館
図
書
課
　
菊
　
川
　
　
　
顕

菊
　
川
　
　
　
顕�

附
属
図
書
館
図
書
課
　
菊
　
川
　
　
　
顕�

招へい研究員招へい研究員�招へい研究員�

　先生が帰国　先生が帰国�　先生が帰国�
　中国 河南科学技術

大学経済管理学院から

の招へい研究員　暁

飛先生が６月１日（水）、

半年の研究期間を終え

帰国されました。�

　本学と提携を結んでいる洛陽市人民対外

協会との覚書に基づいて短期留学されてい

たもので、専門の国際貿易論について本学で

は研究されました。�

チョギョウ�

ヒ�
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新職員紹介新職員紹介�新職員紹介�

有限な資源（人的・物的）をいかに効率的に用いて魅力あ
る学校（大学）づくりをするかを研究しています。�

商学部  教授　青木　薫�

�

経済学部  教授　濱名外喜男�

教育社会心理学が専門です。教職科目を主に担当します。�
能登半島の出身ですが、広島カープの大フアンです。�

社会政策論や社会保障論を担当します。趣味は、高杉良な
どの「企業小説」を読むことです。好きな言葉は「惻隠の
心なきは人にあらず」です。�

経済学部  教授　山下隆資�

主に教職科目を担当します。学生の皆さんの将来の目標実
現のために、何か役立つことができればと願っています。�

法学部  講師　萩原一之�

4月から岡山商科大学事務職員になりました。自分の役割を
しっかりと果たせるようがんばりたいと思います。�

附属図書館図書課　菊川　顕�

�

44月月11日日付付でで本学本学にに着任着任さされれたた55名名のの教職員教職員のの方方にに、、ごご自身自身をを紹介い紹介いたただだききままししたた。。��4月1日付で本学に着任された5名の教職員の方に、ご自身を紹介いただきました。�

確
認
す
べ
き
は
「
共
有
の
価
値
観
」
で
す�

山
口
副
学
長
へ
の
”五
つ
の
質
問
“�

　
本
年
度
四
月
か
ら
本
学
副
学
長
に
就
任
し
た
山
口
博
幸

副
学
長（
商
学
部
教
授
）に「
五
つ
の
質
問
」
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

本
学
へ
赴
任
し
て
二
年
目
と
な
る
山
口
副
学
長
。
昨
年
本

学
で
の
一
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、今
後
の
取
り
組
み
や
展

望
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。�

�

Ｑ
１
　
本
学
へ
赴
任
さ
れ
一
年
が
経
っ
た
わ
け
で
す
が
、こ
の
一
年
は
ど
の
よ
う
な

年
で
し
た
か
？�

　
国
立
大
学
定
年
後
の
再
就
職
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
定
年
後
は
海
外
で
生
活
と
い
う
人

が
い
ま
す
が
、四
国
か
ら
来
ま
し
た
か
ら
、一
種
の
海
外
生
活
初
年
度
と
い
っ
た
一
年
で
し
た
。

後
楽
園
の
近
く
に
新
居
を
か
ま
え
岡
山
市
民
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、京
橋
朝
市
や
花
見
や
花

火
や
後
楽
園
年
中
行
事
を
初
体
験
し
ま
し
た
。
県
北
の
森
林
公
園
や
近
郊
の
田
園
都
市
に
も

足
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
再
就
職
先
の
職
場
で
は
、新
人
は
出
し
ゃ
ば
る
べ
き
で
は
な
い
、い
や
新

人
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
い
た
こ
と
は
発
言
し
て
お
く
べ
き
だ
、な
ど
、葛
藤
の
多
い
一
年
で
し
た
。�

�

Ｑ
２
　
商
科
大
学
の
良
い
部
分
、逆
に
改
善
の
余
地
あ
り
の
部
分
を
お
き
か
せ
く

だ
さ
い
。�

　
長
所
は
、個
々
に
は
優
秀
な
教
職
員
を
擁
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
教
員
の
採
用
・

昇
任
基
準
も
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
目
撃
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
職
員
個
々

人
の
商
大
に
対
す
る
帰
属
意
識
の
高
さ
は
、い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア
組
が
上
層
部
を
占
め
て
い
た

国
立
と
比
べ
て
、目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
す

る
日
常
の
仕
草
や
全
学
的
宴
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
職
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
印
象

的
で
し
た
。�

　
学
生
も
、偏
差
値
の
輪
切
り
で
入
学
者
が
決
ま
る
国
立
で
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
優

秀
な
学
生
に
も
出
会
い
ま
し
た
。
た
だ
、学
力
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
両
面
で
分
布
の
幅
が
か

な
り
広
い
こ
と
に
驚
き
、戸
惑
い
ま
し
た
。
対
話
型
の
授
業
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

対
話
の
相
手
が
偏
っ
て
、授
業
改
善
の
余
地
を
感
じ
る
こ
と
も
多
い
一
年
で
し
た
。�

　
短
所
は
、教
員
は
教
員
、職
員
は
職
員
、商
は
商
、法
経
は
法
経
、教
養
は
教
養
、専
門
は
専
門
、

入
試
は
入
試
、教
務
は
教
務
、就
職
支
援
は
就
職
支
援
、社
会
貢
献
は
社
会
貢
献
と
、個
々
で

は
努
力
が
足
り
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、連
携
が
足
り
な
い
こ
と
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、個
人

プ
レ
ー
に
走
り
、自
分
の
任
務
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
を
他
人
や
他
部
署
の
せ
い
に
す
る
傾
向

が
強
い
。�

�

Ｑ
３
　
副
学
長
に
着
任
さ
れ
て
、ま
ず
何
を
さ
れ
た
い
と
お
考
え
で
す
か
？�

　
第
三
者
機
関
に
よ
る
大
学
評
価
が
二
、三
年
後
に
め
ぐ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
機
会
に
大
学
と

し
て
「
認
定
」
を
得
る
た
め
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
こ
の
第
三
者
評
価
の
特
徴
は
、①

大
学
教
育
を
中
心
に
し
た
評
価
で
あ
る
こ
と
、②
正
確
な
現
状
認
識
と
改
革
へ
の
道
筋
が
評

価
対
象
で
あ
る
こ
と
、③
個
々
の
大
学
の
理
念
や
建
学
の
精
神
に
照
ら
し
て
の
評
価
だ
、と
い

う
こ
と
で
す
。
大
学
教
育
の
評
価
で
カ
ギ
と
な
る
の
は
「
専
門
教
育
と
教
養
教
育
の
有
機
的

連
携
」
で
し
ょ
う
。
個
々
に
努
力
や
工
夫
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、「
連
携
」
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。
連
携
の
接
着
剤
に
な
る
の
は
「
建
学
の
精
神
」
や
「
教
育
理
念
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
初
に
し
た
い
こ
と
は
、商
大
の
「
建
学
の
精
神
」
、「
教
育
理
念
」
、さ
ら
に
は
３
Ｍ（
マ
ナ
ー
、

モ
ラ
ル
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）運
動
な
ど
を
洗
い
直
し
て
、商
大
構
成
員
の
共
有
す
べ
き
価
値
観

を
確
認
す
る
作
業
で
す
。�

�

Ｑ
４
　
教
職
員
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
。�

　
研
究
教
育
と
い
う
大
学
機
能
の
う
ち
、と
く
に
教
育
は
共
同
作
業
で
す
。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。

専
門
教
育
と
教
養
教
育
の
有
機
的
連
携
は
、大
学
設
置
基
準
で
は
「
学
部
等
の
専
攻
に
係
わ

る
専
門
の
学
芸
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、幅
広
く
深
い
教
養
及
び
総
合
的
な
判
断
力
を
培
い
、

豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
」
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
半
は
誰
か
の
担
当
で
後
半
は
誰
か

の
責
任
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
教
員
だ
け
の
責
任
で
も
な
い
。
教
職
員
が
連
携
し
て
あ
た
る

べ
き
事
業
だ
。こ
う
い
う
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。�

�

Ｑ
５
　
今
後
、商
大
の
進
む（
べ
き
）方
向
は
何
で
し
ょ
う
か
？
展
望
を
お
き
か
せ

く
だ
さ
い
。�

　
商
大
の
「
建
学
の
精
神
」
や
「
教
育
理
念
」
は
、商
大
が
地
域
社
会
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
役

割
で
あ
り
、進
む
べ
き
方
向
を
示
す
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
確
認
さ
れ

た
ら
、①
商
大
の
進
む
べ
き
方
向
は
具
体
的
に
は
何
か
を
各
部
署
で
時
代
の
要
請
を
く
み
取

り
な
が
ら
創
意
工
夫
す
る
基
準
に
な
り
、②
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
姿
勢
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

基
準
に
も
な
り
、③
個
々
の
大
学
構
成
員
に
と
っ
て
の
働
く
意
味
に
も
な
る
、と
い
う
の
が
私

の
展
望
で
す
。�



１０�

その2

　
学
生
会
館
一
・
二
階
に
あ
る
学
生
食
堂
の
内

装
を
一
新
、
こ
の
四
月
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
お
し

ゃ
れ
な
憩
い
と
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
内
装
や
机
、
イ
ス
な
ど
経
年
に
よ
る
老
朽
化

が
目
立
っ
て
い
た
学
生
食
堂
。
む
き
だ
し
だ
っ

た
床
に
は
ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
た
カ
ー
ペ
ッ
ト

が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
明
る
い
雰
囲
気
を
演
出
し

て
い
ま
す
。
一
階
の
机
や
イ
ス
は
モ
ダ
ン

な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
に
変
更
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
利
用
し
や
す
い
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト

も
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
二
階
食

堂
で
は
、
井
尻
記
念
館
か
ら
移
設
し
た
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
で
、
歓
談
し
な
が

ら
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
そ
の
効
果
が
あ
っ
て
か
（
？
）
食
堂
に

足
を
運
ぶ
学
生
も
少
々
増
え
た
よ
う
す
。

昼
か
ら
の
講
義
が
始
ま
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、

楽
し
く
語
ら
う
学
生
み
な
さ
ん
の
姿
が
印

象
的
で
す
。�

内
装
を
一
新
！�

ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な
憩
い
の
場
に�

Topic

10
学
生
食
堂�

二
十
七
名
が
入
学�

Topic

11
大
学
院
入
学
式�

　
大
学
院
入
学
式
が
四
月
三
日
（
日
）
本
学
体
育
館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
、
二

十
七
名
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
研
究
科
別
の
入
学
人
数
は
次
の
と
お
り

で
す
。�

▼
商
学
研
究
科
…
…
十
九
名�

▼
法
学
研
究
科
…
…
六
名
（
う
ち
社
会
人
四
名
）�

▼
経
済
学
研
究
科
…
二
名�

　２００５年４月２０日（水）、本学の井尻記念ホールにおいて、「地域再生支援センター」

の発足式が開催された。平日の午後、あいにくの雨天の中、マスコミなどにも全く

宣伝しなかったにも拘わらず、予想を上回る１１５人の参加者があった。自治体関係者、

NPO関係者、大学関係者などの地域づくりに関心を持つ多くの方々が集まった。こ

のことに深く感謝するとともに、今後のセンターに対する地域の人々の期待を実感

した。当日の発足式の柱は、地域づくりに関する新庄村との包括協定書の調印と池

上惇京都大学名誉教授の基調講演の２つであった。協定書の調印はセンターの最初

の仕事と位置づけている。新庄村は「平成の大合併」を見送り、住民と

の協働を重視し、単独で生き残ることを決断した人口約１，０００人の自

治体である。地方分権時代において、この規模の自治体でいかなる地

域づくりが可能なのか。センターとして新庄村の地域再生支援をしな

がら、地域づくりのモデルを構築していきたい。池上惇先生の基調講

演は、地域づくりにおける地域固有の地域資源を活かすことの重要性

を指摘され、大変示唆に富むものであった。今後とも、地域再生支援

センターの活動に、ご協力をよろしくお願いします。�

地域再生支援センター発足式の開催について�
岡山商科大学地域再生支援センター長　経済学部教授　多田憲一郎�

講義担当者
堤　　一浩�
森本　和義�
中井　　透�
西　　敏明�
有利　隆一�
蒲　　和重�
河野　快晴�
喜田栄次郎�
佐井　至道�
多田憲一郎�
田中　勝次�
両角　成広�
山下　賢二�
伊藤　治彦�
大國　　仁�
小原　将照�
加藤　摩耶�
倉持　　弘�
香山　忠志�
下田　大介�
砂川　和泉�
西浦　　公�
小松原　実
田中　　潔�
埜村　紳二�

分　野�
会計学�
〃�
経営学�
〃�
経済学�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
法学�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

統計・情報�
〃�
政治学�

講　　義　　名�
会計の必要性と新しい会計�
コスト（原価）の話�
企業小説で学ぶ経営学入門�
NASAから広がった食品の安全と質�
『若者と仕事・経済』�
経済？私たちに関係あるの？　：金融論や証券市場論の基礎�
世界の中心で経済を学ぶ�
現代の日本経済を生活者の立場から見ると�
視聴率について考える�
現代社会におけるNPOの可能性�
「思いやりの心」と「おもてなしの心」、どちらが地球にやさしい�
経済史から見た近代社会�
恋愛とケータイの経済学�
法律学の学び方�
犯罪から暮らしを守る　：警察・検察・裁判�
「法学」体験�
児童虐待の現状と法的対応�
消費生活と契約�
暮らしと法律�
契約締結における未成年者の保護�
国際社会における法のかたちとはたらき�
憲法の学び方�
情報技術とネットワーク�
おかやま統計と地理情報システム（ＧＩＳ）�
政治を考えるヒント�

講義番号�
22�
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29�
30�
31�
32�
33�
34�
35�
36�
37�
38�
39�
40�
41�
42�
43�
44�
45�
46

訃報�
　本学と関係のある４名の先生がご
逝去されました。つつしんでご冥福
をお祈り申し上げます。�

名誉教授�
山本正憲 氏�

（平成１７年４月３日ご逝去）�

名誉教授�
仁科尚文 氏�

（平成１７年５月２８日ご逝去）�

法学部教授�
植松秀雄 氏�

（平成１７年６月８日ご逝去）�

法学部教授�
藤井俊雄 氏�

（平成１７年６月１０日ご逝去）�
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岡山商科大学収支決算内訳表�

科　　目 �
学生生徒等納付金収入 �
手 数 料 収 入  �
寄 付 金 収 入  �
補 助 金 収 入  �
資 産 運 用 収 入  �
事 業 収 入  �
雑 収 入  �
収 入 の 部 合 計  �

予　　算 �
 2,349,825�

18,308�
37,847�
249,420�
5,061�
3,850�
24,988�

2,689,299

決　　算  �
 2,362,332�

17,657�
37,400�
212,397�
4,695�
3,675�
24,222�

2,662,378

差　　異   �
 △12,507�

651�
447�

37,023�
366�
175�
766�

26,921

資金収支内訳表�
平成16年4月1日から平成17年3月31日まで�■収入の部� （単位：千円）�

科　　目 �
学生生徒等納付金 �
手 数 料  �
寄 付 金  �
補 助 金  �
資 産 運 用 収 入  �
事 業 収 入  �
雑 収 入  �
帰 属 収 入 合 計  �
基本金組入額合計 �
消費収入の部合計 �

予　　算 �
 2,349,825�

18,308�
37,847�
249,420�
5,061�
3,850�
24,988�

2,689,299�
△59,323�
2,629,976

決　　算  �
2,362,332�
17,657�
37,400�
212,397�
4,695�
3,675�
24,242�

2,662,398�
△3,675�

2,658,723

差　　異   �
△12,507�

651�
447�

37,023�
366�
175�
746�

26,901�
△55,648�
△28,747

消費収支内訳表�
平成16年4月1日から平成17年3月31日まで�■収入の部� （単位：千円）�

科　　目 �
人 件 費  �
教 育 研 究 経 費  �
管 理 経 費  �
借 入 金 等 利 息  �
消費支出の部　合計 

 

�

予　　算 �
 1,318,865�
651,025�
197,863�
14,806�

2,182,559

決　　算  �
1,307,121�
578,627�
146,286�
14,805�

2,046,839

差　　異   �
 11,744�
72,398�
51,577�

1�
135,720

■支出の部� （単位：千円）�

科　　目 �
人 件 費 支 出  �
教育研究経費支出 �
管 理 経 費 支 出  �
借入金等利息支出 �
借入金等返済支出 �
施 設 関 係 支 出  �
設 備 関 係 支 出  �
支 出 の 部 合 計 �

予　　算 �
 1,328,447�
422,608�
187,129�
14,806�
52,175�
130,485�
99,950�

2,235,600

決　　算  �
 1,308,985�
365,438�
128,583�
14,805�
52,175�
124,963�
87,488�

2,082,437

差　　異   �
 19,462�
57,170�
58,546�

1�
�

5,522�
12,462�
153,163

■支出の部� （単位：千円）�

��

人事異動�
○3月31日付�
退　職�
〔商学部〕�
　教　　　授／木村　幾也�
　教　　　授／中村　恒夫�
　教　　　授／丸尾　　譲�
　教　　　授／原田　満範�
　助　教　授／矢吹　雄平�
　招聘助教授／李　　素萍�
〔法経学部〕�
　教　　　授／安居　　洋�
　教　　　授／吉尾　匡三�
　助　教　授／平井　睦巳�
〔附属図書館図書課〕�
　嘱託職員／中西亜希子�
退　任�
　副　学　長／川本　和明�
〔商学部〕�
　商学部長／大城　裕二�
　商学科長／堤　　一浩�
　産業経営学科長／中塚　隆郎�
　国際観光学科長／飯島　祥二�
〔法経学部〕�
　法経学部長／有利　隆一�
　経済学科長／梅原　嘉介�
〔商学研究科〕�
　商学研究科長／鳥越　良光�

〔経済学研究科〕�
　経済学科長／安居　　洋�
〔入試部〕�
　次　　　長／埜村　紳二�
　次　　　長／島田　伸夫�
〔教務部〕�
　部　　　長／市村　　巧�
〔学生部〕�
　部　　　長／岡本輝代志�
〔附属図書館〕�
　館　　　長／吉尾　匡三�
〔社会総合研究所〕�
　次　　　長／西　　敏明�
○4月1日付�
採　用�
〔商学部〕�
　教　　　授／青木　　薫�
　招聘助教授／李　　培建�
〔法学部〕�
　教　　　授／藤井　俊雄�
　講　　　師／萩原　一之�
〔経済学部〕　�
　教　　　授／山下　隆資�
　教　　　授／濱名外喜男�
〔附属図書館〕�
　事務職員／菊川　　顕�
〔施設課〕�
　嘱託職員／斉藤　俊二�
昇　任�
〔商学部〕�

　助　教　授／香月　恵里�
　助　教　授／西中　恒和�
　助　教　授／直井　岳人�
　講　　　師／全　　円子�
〔法学部〕�
　教　　　授／越智　悦子�
〔総務企画課〕�
　課長補佐／薬師寺祐介�
〔法人事務局〕�
　課長補佐／荻野　素也�
新　任�
　副　学　長／山口　博幸�
〔商学部〕�
　商学部長・商学科長�
　　　　　　　岡本輝代志�
　会計学科長／堤　　一浩�
〔法学部〕�
　法学部長・法学科長�
　　　　　　　伊藤　治彦�
〔経済学部〕�
　経済学部長・経済学科長�
　　　　　　　有利　隆一�
〔商学研究科〕�
　商学研究科長／大城　裕二�
〔経済学研究科〕�
　経済学研究科長／梅原　嘉介�
〔入試部〕�
　次　　　長／橘　　晋介�
　次　　　長／田中　勝次�
〔教務部〕�

　部　　　長／井上　倫明�
〔学生部〕�
　部　　　長／喜田栄次郎
〔附属図書館〕�
　館　　　長／三宅　忠明�
〔社会総合研究所〕�
　次　　　長／島田　伸夫�
〔地域再生支援センター〕�
　センター長／多田憲一郎�
配置換え�
〔法学部〕�
　助　教　授／西山　　徹�
〔経済学部〕�
　教　　　授／高井　　薫�
〔附属図書館図書課〕�
　課長（学会、寄贈図書、特命事項担当）�
　　　　　　　相澤　泰憲�
　課　　　長／田辺　敞子�
〔大学院課〕�
　課長補佐／竹内藤一郎�
〔専門学校デジタル・メディアカレッジ岡山〕�
　主　　　任／横田　雅恵�
○4月10日付�
退　職�
〔施設課〕�
　技　能　員／阿部美智子�
○5月9日付�
採　用�
〔情報教育センター〕�
　嘱託職員／小川　啓治�

高校生対象�

“出前講義”を�
       行っています�
　本年度も本学教員が高校まで出向き

講義を行う「高校生対象出前講義」を

行っています。講義数も充実させ、さ

まざまな分野から講義を選択いただけ

るようになっています。お問い合わせ

は教務課（086－256－6653）まで。詳

細は本学ホームページの「公開講座一

覧」でご確認いただけます。�

分　野�
教養�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
商学�
〃�
〃�
〃�
〃�
観光学�
〃�
〃�
〃�
〃�
会計学�
〃�

講義担当者�
井上　倫明�
岩橋　邦彦�
岸本　雅之�
九鬼　一人�
西中　恒和�
三宅　忠明�
三宅　忠明�
三宅　忠明�
山口　博幸�
大城　裕二�
岡田　浄二�
岡本輝代志�
富永　悦夫�
鳥越　良光�
飯島　祥二�
今井　成男�
捧　　富雄�
柴田　雅行�
直井　岳人�
市村　　巧�
川本　和則�

講　　義　　名�
直立歩行と現代人の健康�
体力づくりと健康�
ベートーベン　第９交響曲の合唱の歌詞について　　�
小論文書き方セミナー　：愛の形の変貌について�
考える方法・考える楽しみ�
アイルランドの悲恋ロマンス「デァドラ」をめぐって�
英語を学ぶ喜びと楽しみ�
比較文化論　：民話の国際性�
人はなぜ働くのか、就職について考える�
ビジネスとリスク負担報酬説�
「コミュニケーション」を考える�
「街づくりと店づくり」�
世界と日本のつながり �
マーケティングの新しい動き（波）�
「景観環境整備と観光資源管理」�
観光旅行について�
観光と社会　：社会現象としての観光�
観光と航空の関連について�
外国から見た観光地としての日本　：観光地の魅力とその伝え方�
会計の役割　：将来、企業人をめざす人のために�
私たちの暮らしと会計�

講義番号�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21

出
前
講
義
リ
ス
ト�
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充実の一冊�
公開講座、産学・高大連携など�
　本学社会

総合研究所

が毎年発刊

している「商

大レビュー  

Vol.14」が今

年の三月発

刊されました。

元国連事務

次長 明石康

氏を講師に招いた公開講座をはじめ、

産学連携の取り組み、高校からの提言、

学内の教員・学生の動きなど、昨年

40周年を迎えた商大の一年間が凝縮

された充実の内容となっています。

無料配布。お問い合わせ 社会総合研

究所（086－256－6656）まで�

　本学社会総合研究所では研究費を交付

して学内研究の促進に努めております。そ

の研究成果の報告会を次の日程で開催、

地域の皆様に日ごろの成果を還元いたします。�

●日　時／平成17年8月20日（土）�

　　　　　11:00～14:30�

　　　　　※オープンキャンパス当日�

●場　所／岡山商科大学�

●受講料／無料�

●内　容�

　「センの経済倫理と自己利益性概念」�

法学部教授　九鬼一人�

　「品質保証のマネジメントシステムについて」�

　─食品における生産・流通・販売・�

　　消費の観点から─�

商学部助教授　西　敏明�

　「国家戦略としてのデジタル・�

　　コンテンツ保護政策と知的財産法制」�

　法学部教授　三浦正広�

　「観光事業による地域振興の�

　　　　推進主体に関する研究」（仮題）�

商学部助教授　捧　富雄�

　「ICカード・ICタグ導入動向に関する研究」�

商学部助教授　田中　潔�

　お問い合わせは 社会総合研究所（０８６

－２５６－６６５６）まで�

聴講者募る�
社研公開研究報告会�

　本学学長 井尻昭夫が監修を行い、商

学部講師 全円子監訳、本学学生７名が

訳に参加した京都MKタクシーオーナ

青木定雄氏の一代記「人が動く　MK

タクシー青木定雄の成功哲学」（西日

本法規出版／2004）が第10回アジア・

太平洋出版連合（APPA）出版賞の一

般部門で金賞を受賞しました。APPA

はアジア各国の出版活動推進を目的に、

日本書籍出版協会など14か国の出版関

連団体で構成されています。全講師は

「在日の生きざまを学びたいという留

学生らの取り組みがアジアの中で認め

られ、感激している」（平成17年３月

20日山陽新聞）と語っています。�

　正門を入ると左手にガラス張りが一際目を引く「井尻記念館」

が見える。その南隣、長年の風雪に耐えた、古風な趣の四階

建の建物が眼に入ってくる。これが学生会館だ。この“学生

の殿堂”がお目見えしたのは昭和57年11月のこと。「知性の

育成と人格形成のよりどころ」「学内で一番ナウい建物」「学

生自治の本拠ができた」など、待望の完成に胸を膨らませる

言葉が、当時の学報には綴られている。�

　今もってここは学生自治の殿堂である。写真は竣工当時の

様子を伝える学報10号から。�

学生会館�

編集後記�

●ご意見・ご感想等は、総務企画課学報担当まで�E－Mail／gakuho@po.osu.ac.jp

APPA出版賞  金賞受賞�
本学教員と学生が翻訳�
MKタク青木定雄の一代記�
�

　広く学術研究の発展に寄与することを目

的として、毎年１回本学教員の執筆により

刊行をしている学術研究叢書。その第七

巻「エマージング市場経済における通貨危

機の分析」が本年３月３１日に発刊されました。

執筆は経済学部の田中勝次助教授です。

本書についてのお問い合わせは本学附属

図書館（０８６－２５６－６６５７）まで。�

学術研究叢書発刊�
エマージング市場経済に�
おける通貨危機の分析�
～田中勝 助教授～�

　本学のホームページが変わりました。�

今回の大きなねらいはトップページ

に「Close up」という、３つの大きな

窓を設けたことです。ここでは商大の

取り組みや最新のニュースを写真入で

紹介していく予定で、年に４回更新を

行い、新しい情報をお伝えします。�

　またトップ画面のデザインを３パタ

ーン用意、季節ごとに入れ替えること

で、目でも楽しんでいただけるホーム

ページとなりました。�

　従来の「News and Topics」では今

まで以上に新鮮な情報を多くみなさま

にお伝えしていきます。是非、一度本

学ホームページ（http://www.osu.ac.jp/）

を訪れてください。�

装い新たに！�
商大ホームページ�

　学報80号、何か目に留まった記
事はありましたか？s「山口副学長
への五つの質問」は自分でできる範
囲で、何かみなさんに伝えるものはで
きないかと、企画しました。踏み外さ

ない程度に本音をおうかがいしたい、
そんな気持ちで質問を考えました。
s先生からは示唆に富む回答をいた
だき、受け手によりさまざまなメッセー
ジが伝わるのではないかと思います。

s以前から要望があった学報のホ
ームページ掲載。ようやく実現しまし
た。商大ホームページ（http://www.�
osu.ac.jp/）の出版物紹介からご覧
いただけます。（O）�
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